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船舶事故調査報告書 

 

                                平成２６年６月５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                       委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

委   員  庄 司 邦 昭 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２５年９月９日 １９時５０分ごろ 

発生場所 石川県金沢港北西方沖 

石川県金沢市所在の金沢港西防波堤灯台から真方位３０７°８.７

海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３６°４３.８′ 東経１３６°２７.６′） 

事故調査の経過  平成２５年９月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 貨物船 RED
レッド

 SUN
サ ン

（カンボジア王国籍）、１,２７５トン 

   ８５１９５０２（ＩＭＯ番号）、NEW SUN SHIPPING CO., LTD 

   ７３.２３ｍ×１１.５０ｍ×６.４５ｍ、鋼 

   ディーゼル機関、９４２kＷ、１９８５年１０月 

Ｂ 漁船 第十八長生
ちょうせい

丸、１９トン 

   ＩＫ２－５５０５（漁船登録番号）、有限会社村田漁業 

   １８.００ｍ（Lr）×４.３９ｍ×１.９８ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、６６９kＷ、平成６年８月２９日 

   第２１０４７９号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（中華人民共和国籍） 男性 ５０歳 

   締約国資格受有者承認証 船長（カンボジア王国発給） 

   交付年月日 ２０１３年７月１８日 

         （２０１６年１２月３１日まで有効） 

  航海士Ａ（バングラデシュ人民共和国籍） 男性 ２７歳 

   締約国資格受有者承認証 一等航海士（カンボジア王国発給） 

   交付年月日 ２０１３年６月２１日 

         （２０１８年２月１９日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ４２歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 平成１４年９月５日 

    免許証交付日 平成２４年８月１４日 

           （平成２９年９月４日まで有効） 

 死傷者等 なし 
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 損傷 Ａ 左舷側後部に凹損及び擦過傷 

Ｂ 船首部に破口及び亀裂 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａ、航海士Ａほか８人が乗り組み、航海士Ａが単独で

操船に当たり、約０４２゜（真方位、以下同じ。）の針路及び約９ノ

ット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）とし、自動操舵で航行

中、左舷船首方約３Ｍの所に４隻の漁船が南東進していることをレー

ダー画面で初認するとともに、目視でも認めた。 

 航海士Ａは、Ｂ船以外の漁船が十分に距離を隔てて通過できる状況

だったので、Ｂ船の動静に注意を払い、Ｂ船がいずれＡ船を避けてく

れるものと思い、針路及び速力を保持して航行を続けた。 

 航海士Ａは、Ｂ船が左舷船首方間近になったので、小型トーチでＢ

船を照らし、手動操舵に切り替えて右舵一杯とした直後、平成２５年

９月９日１９時５０分ごろ、金沢港西防波堤灯台から３０７°８.７

Ｍ付近において、Ａ船の左舷船尾部とＢ船の船首部とが衝突した。 

 船長Ａは、自室で休息していたところ、大きな衝撃音及び小さな振

動を感じ、直ちに昇橋して衝突したことを知って操船指揮に当たり、

機関を減速して反転後、海上保安部の指示によって付近の海域に止ま

り、Ａ船の損傷状況及びＢ船の安否を確かめた。 

 航海士Ａは、昇橋した船長Ａの指示を受け、Ａ船の状況確認等に当

たった。 

 Ｂ船は、船長Ｂほか４人が乗り組み、約１２４゜の針路で自動操舵

とし、約１０kn の速力で金沢港に向けて航行中、船橋当直中の船長が

操舵室後方の長椅子に横になってテレビ番組を視聴していたが、起き

上がり、レーダー画面で右舷船首方にＡ船の映像を認め、目視でＡ船

の灯火を見たものの、十分な距離を隔てて通過できるものと思い、再

び番組に見入っていた。 

 船長Ｂは、操舵室右舷側のドアをたたく音により、椅子から立ち上

がり、機関長が指し示す右舷船首方の間近にＡ船が迫っていることに

気付き、慌てて主機の操縦ハンドルを全速力後進とし、後進に切り替

わった直後、船首部がＡ船の左舷船尾部に衝突した。 

 船長Ｂは、機関長に船内の浸水状況の確認を指示し、駆けつけた僚

船の助言により、海上保安部に通報した後、自力で金沢港に帰った。 

（付図１ 両船の推定航行経路図、付表１ Ａ船のＡＩＳ記録（抜

粋） 参照） 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ２、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の中央期、波高 約１.０ｍ 

 その他の事項 

 

 Ａ船は、肥料約１,５００ｔを積載し、喫水が船首約３.６ｍ、船尾

約５.０ｍであり、法定灯火を表示していた。 

 Ａ船は、航海士Ａが１６時００分から２０時００分まで単独の船橋

当直に就き、レーダーの距離レンジを６Ｍ、コースアップで８Ｍまで
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映るオフセンターとしていた。 

 Ａ船では、船橋当直者が汽笛を使用する際、当直機関士に依頼して

エアーを供給してもらう必要があり、依頼から使用可能な状態になる

までに約２分間を要していた。 

 Ａ船では、持ち運び式の発光信号機を操舵室前の操舵スタンド下部

に置いた箱に入れ、保管していた。 

 Ｂ船は、喫水が船首約１.３０ｍ、船尾約２.９２ｍであり、航行中

は昼夜にかかわらず、法定灯火を表示していた。 

 Ｂ船は、船長Ｂ以外の乗組員４人が、船首甲板であまえびなどの漁

獲物１８０箱の選別、洗浄及び箱詰め作業を行っており、速力を全速

力前進よりもやや落として航行していた。 

 船長Ｂは、ふだんから船橋当直中にテレビ番組を視聴しており、本

事故当時、１７時３０分ごろに漁場を発進した後、１８時００分ごろ

テレビをつけ、ニュース番組に続いて娯楽番組に見入っていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ あり、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、金沢港北西方沖を北東進中、航海士Ａが、左舷船首方に認

めたＢ船がいずれＡ船を避けてくれるものと思い、針路及び速力を保

持して航行したことから、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、金沢港北西方沖を南東進中、船長Ｂが、Ａ船とは十分な距

離を隔てて通過できると思い、テレビ番組を視聴していたことから、

両船が衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、金沢港北西方沖において、Ａ船が北東進中、Ｂ船

が南東進中、航海士Ａが、左舷船首方に認めたＢ船がいずれＡ船を避

けてくれるものと思い、針路及び速力を保持して航行し、また、船長

Ｂが、Ａ船とは十分な距離を隔てて通過できるものと思い、テレビ番

組を視聴していたため、両船が衝突したことにより発生したものと考

えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船橋当直に当たる者は、保持船であっても、避航船と間近に接近

し、避航船の動作のみでは衝突を避けることができないと認める

場合は、衝突を避けるための最善の協力動作をとること。 

 ・音響信号及び発光信号は、必要な際には直ちに使用が可能な状態

としておくこと。 

 ・船橋当直中は、テレビ番組の視聴を避け、周囲の見張りに専念す

ること。 
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付図１ 両船の推定航行経路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付表１ Ａ船のＡＩＳ記録（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

Ａ船 

時　刻 北　緯 東　経 船首方位 対地針路 対地速力

時：分：秒 （°-′-″） （°-′-″） （°） （°） （kn）

 19:30:13 036-41-31.2 136-25-21.1 041 039 9.0
 19:31:13 036-41-38.2 136-25-28.1 041 039 8.9
 19:32:23 036-41-46.3 136-25-36.2 042 040 8.9
 19:34:03 036-41-57.7 136-25-47.9 041 039 8.9
 19:35:03 036-42-04.6 136-25-54.8 042 039 8.9
 19:36:04 036-42-11.8 136-26-02.0 042 039 8.9
 19:37:04 036-42-18.7 136-26-08.8 042 039 8.8
 19:38:04 036-42-25.6 136-26-15.7 041 039 8.8
 19:39:04 036-42-32.5 136-26-22.6 042 039 8.9
 19:40:04 036-42-39.5 136-26-29.5 042 039 8.9
 19:41:04 036-42-46.4 136-26-36.3 042 038 8.9
 19:42:04 036-42-53.5 136-26-43.1 041 038 8.9
 19:43:04 036-43-00.4 136-26-49.9 041 038 8.8
 19:44:03 036-43-07.1 136-26-56.5 042 038 8.8
 19:45:03 036-43-14.1 136-27-03.3 042 038 8.8
 19:46:04 036-43-21.1 136-27-10.1 042 038 8.8
 19:47:04 036-43-28.0 136-27-16.8 042 038 8.8
 19:48:04 036-43-35.0 136-27-23.5 041 038 8.8
 19:48:43 036-43-39.5 136-27-28.0 041 038 8.7
 19:49:43 036-43-46.6 136-27-34.6 042 039 8.7
 19:50:03 036-43-48.8 136-27-36.8 055 037 8.6
 19:50:27 036-43-51.1 136-27-39.7 078 064 7.6
 19:51:03 036-43-52.4 136-27-45.0 070 074 7.5
 19:51:30 036-43-53.5 136-27-49.1 059 061 7.6
 19:52:13 036-43-56.5 136-27-54.8 047 052 7.9
 19:52:30 036-43-58.0 136-27-57.1 042 044 7.8
 19:53:03 036-44-01.1 136-28-00.2 032 034 7.1
 19:53:30 036-44-04.0 136-28-02.1 020 023 6.7
 19:54:00 036-44-07.1 136-28-03.3 006 009 6.3
 19:54:31 036-44-10.2 136-28-03.4 350 354 6.1
 19:55:03 036-44-13.3 136-28-02.5 335 338 6.0


